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 私のお母さんは、よくおにぎりをつくってくれる、私はそのおに

ぎりを食べて「私もこんなおにぎりをつくってみたい。」とよく思う。

でも私は、料理は得意だけど、おにぎりをつくるのは苦手だ。 

 でもそんなある日、私のお母さんは救急車で運ばれてしまった。

私は涙が止まらなかった。夜中までずっとずっと泣き続けた。自分

を責めた。「私がもっとちゃんとしてたら。」「お母さんのことを助け

てあげたらこんなことにならなかったのに。」心が苦しい、痛い自分

の生きてる意味が分からなくなって死にたい気分だった。でも、お

母さんはそんな私にメールをくれた。「ママは大丈夫だから、心配し

ないで。」私はそのメールを見てもっと涙がでてきた。本当はママも

つらいはずなのに私のためにこんなメール…。私は、その時思った。

ママになんかしてあげたい、小さなことでいいからやってあげたい。 

次の日、ママからメールがきた。「ママ、なっちゃんのおにぎりが

食べたいな。」私はその時なにかを感じた。私がママにおいしいおに

ぎりをつくってあげるそう思った。私は、エプロンを着ておにぎり

をつくる準備をした。ママが早く退院できるようにママの好きな具

材のさけを焼いて中に入れてあげたにぎってる時もくずれないよう

に変な形にならないようにがんばった。私が一番きらいなのりをつ

けるのもいつもはぐちゃぐちゃになるのになぜかうまくつけれた。

なんだか魔法がかかったかのような。私はそのおにぎりを持って一

人でママの病院に行った私は、ママに涙を見せないように病室に入

る前に深呼吸をして病室に入った私は、ママの注射がうたれていた

手を見て自然と涙がでてきた。でも、がんばってママにおにぎりを

渡した。ママはそのおにぎりを食べて「ママこんなおにぎり食べた

ことない絶対元気になる。」といって私に笑ってみせた。 



 その１週間後ママは退院した。私が学校から帰ってくるとママは、

「おかえり、なっちゃんのおにぎり食べて元気になったよ。」と言っ

てくれた。そして、「一緒におにぎりつくろっか。」といって私と一

緒におにぎりをつくってくれた。 

 その後私は、苦手だったおにぎりも得意になりました。 

 


